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1. 掻

本報告書は､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会が派遣した調査団が､カザフスタン国賓地で

実施したプロジェクトファインデイング調査結果に基づいて作成されたものである｡調査団は日本工

普(樵)農業開発部 山本 裕司を団長とする以下の団員で構成されている｡

山本 裕司 団長/潅蔽･排水担当 日本工営(樵)

水口 洋二 農業担当 日本工営(樵)

調査は平成9年9月6日から20日までの15日間実施し､資料収集及び相手国政府関係積関との協議を

実施するとともに,現場踏査を実施した｡なお調査実施対象案件は以下に示すとおりである｡

(i) アタグラ潅蔽地区農業農村稔合開発計画

(ii) アルマティ大水路潅耽･排水システム整備及び水管理改善計画

(iii) アクモラ州周辺地区農業総合水資源開発計画

これらの案件の調査結果は次章に示している｡調査団の調査行程,面会人及び現地写真はそれぞれ付

属資料1,2及び3に示すとおりである｡

調査団は､調査実施に際し各国政府関係機関並びに日本大使館,国際協力事業団派遣専門家の方々に

多大なる協力を得､円滑に業務を遂行することができた｡これら関係語横関に深甚なる感謝の意を表

する次第である｡特に農業省計画実施局局長Mr. Shotanov､同省技術顧問Mr.Amezhanovには､現地

受入横関として多大なる協力を頂くと共に､カザフスタン国の農業開発の方向性について有効的なア

ドバイスを頂いたことをここに付け加える｡
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2. カザフスタン国の一般経済及び農業現況

2.1 国土及び人口

カザフスタン国は面積約270万km'の内陸国であり,北から西にかけてをロシアと,南東を中国と､

南をウズベキスタン,キルギスタン並びにトルクメニスタンとそれぞれ国境を接している｡柑93年に

おける全国の人口は約1,7(氾万人であり､最近5年間の平均人口増加率は0.9%である｡カザフスタン

国の人種構成は多様であり､カザフ人が40%と最も多く､次いでロシア人(36%)､ウクライナ人(5%),

ドイツ人(4%)となっている｡

2.2 地形

地形的には､山岳地帯から平原地帯までを含む｡山岳地帯は面積的には少なく､東部及び東南部の天

山､アラタウ並びにアラタイ等の標高の高い山脈が見られる｡平原地帯は,中央部東部のカ■ラガンダ

地区周辺の台地地帯(標高800-100Om)のほか,西部のカスピ海沿岸低地､トウラン低地,北部は西

シベリア低地等がある｡

これらの.平地地帯を山脈を水源とする河川が流れている｡代表的河川としては,天山あるいはアラタ

ウ山脈を水源とし､東南部を流れてパルハシ湖に注ぐイリ川並びに南部の小湖水に注ぐチエウ川,南

部の平原を流れてアラル海に注ぐシリグリア川,北西部と西部の平原を流れてカスピ海に入るウラル

川とエンバ川､及び北部平原を涜れて北擾海に注ぐイルティッシュ川,イシム川並びにトプル川等が

ある｡中央平原地帯には大きな河川は見受けられない｡

2.3 気象

カザフスタン国の気候は､夏冬の気温差あるいは昼夜の気温差が大きく､降水量が少ない大陸性気候

に属する｡地理的には､北部及び中部地域の半乾燥ステップ地帯からウズベキスタン並びにキルギス

タンとの国境沿いの南部地帯の砂漠地帯へと変化し､また年降水量は北部地帯の150mmから南部山岳

地帯の450mmへと変化する｡降水バターンは地域により異なり,北部地域は4月から10月までの間

に70%の降水がある夏雨型であり,南部地域は4月及び5月まで降雨が多少見られるが6月以降10月

までほとんど降水がない冬雨型に属する｡また中部地域は年間を通じて変化が見られず､概して降水

量が少ない｡

2.4 国家経済

力ザフスタン国の国家軽済状況は､ソ連連邦崩壊後に訪れた停滞期より徐々に回復しつつあると言え

る.国民一人当りの国家稔生産(GDP)は1990年に比べて約40%減少し､ 1,003ドル/人となってい

るものの､ 1996年の実質国民稔生産はマイナスからプラスに転じており,またインフレ率も1994年

には1(X氾%以上であったが1996年には39%と落ち着いており､財政及び金融政策等の経済改革の効

果による景気回復の兆しが見られる｡

カザフスタン国は､豊富な地下資源を有することから,旧ソ連邦時代より鉱物,石油等とその半製品,

の生産が盛んであり､主要輸出品日は､非金属､石油及び石油製品,食料等となっている｡一方､主

要輸入品目は､電力,機械,食料,化学製品等が上げられるように､一般消費財等の2､ 3次加工製

品の多くは輸入に頼っているのが現状である｡また農業(食料)分野においては､穀物,畜産品,棉

等を輸出しており､植物油を輸入している｡
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2.5 農業景況

農業は鉱業に次ぐ,カザフスタン国の主要産業であり､ 1994年にはGDPの28%及び雇用人口の24%

を占めているセクターである｡農牧に利用されている土地は約225万k皿…で,全国土地面積の内､約

82%を占めるが,これら農牧用地の内,約82%は放牧地であり,いわゆる耕地は18%に過ぎないc潅

就農地は､耕地面積の6%弱(約2･3万h)であり,それは主に南東部5州(southKazkhstBul､ Almaty,

Taldykorgan, Kzyl Q血及びzhambyl)とsemei州に分布し､西部､北部及び中央部に少ない｡

主要農産物としては､小麦,トウモロコシ､綿花､羊毛､畜産物等であるが､年間降水量が低いため,

これら農産物の収量は､小麦で0.97け/ha､トウモロコシの2.84トン/ha､綿花の2.258トン/haと極めて

低い｡

以前は,農業は主として,国営農場あるいは集団農場の管理下で行われていた｡ 1992年には2055の

国営農場と430の集団農場があったが､連邦崩壊後の民営化により､現在では国営農場のはとんどが

私企業化(生産農場)または個人農場として運営されている｡しかしながら､生産農場の経営形態の

改善はなかなか進まず,依然として国有農場時代の体制とほとんど変わりがない｡ 1

また連邦解体後,大部分の生産農場で経営状態が悪化し,そのほとんどが赤字運営となっている｡こ

れは,生産者価格(農産物価格)が国際市場の価格に比べ低く押さえられ､且つ農業資機材価格の自

由化政策によって､資機材価格が高騰したことによる｡これは, ①施肥量の減少､ ②農横具の補充不

足､ ③農業棲械の燃料不足による作付及び収穫時期の遅れ､ ④維持管理不足による潅漉排水機能の低

下等を原因と-した作付面積減少並びに収量低下を引き起こしている｡

2.6 農業開発計画

ソ連邦の解体以来,農業生産は劇的に減少し,特に最近5年間における低下は著しいものがある｡政

府は農業セクターの危機を憂慮し､ ①農産物の価格と商業政策､ ②農産物の流通改革, ③農場の民営

化と生産農場の構造改善､及び④生産力の向上､に重点を置いた政策を打ち出している｡

①の農産物の価格においては,現在自由化が遅れており､その反面,農業貴様材の価格が自由化され

ているため,価格の乱捷が生じている.従って､農産物価格及び通商の政策確立は急を要した閉篭と

なっている｡また一方, ②の農産物の流通改革は､従来農業資横材及び農産物流通並びに農産物加工

を葦達していた国営企業の民営化,自由市場の導入､新規通商の奨励､農業資機材供給業者並びに農

産加工業者の農業分野への参入の促進等を目標としている｡ ④の生産力の向上に関しては,農業普及

体制の確立が重要と考える｡これまでのカザフスタン国には,農業改良普及組鰍ま存在せず,.全てが

農場単位で行われてきた｡しかしながら農業セクターの個人化(私企業化)が進み､近い将来,個人

経営農家が増加することを考慮すれば､農業改良普及組織の設立と農民の訓練計画の作成が必頚とな

る｡政府は農民の教育･訓練のため,農業省内に農業改良普及組織の設立を進めており,これと平行

して,科学アカデミー(NationalAcademyofScienc)の下で,国及び州レベルの農業研究組織を再編し

つつある｡

Jソ連連邦崩壊前は,国営農場(ソルホ-メ)又は集EZl農場(コルホーズ)であり､連邦崩壊後､農民へ土地配分を行い,現

在は農民租合運営に上る生産A坊となっている｡しかしながら､その乱推体系は以前の粗放がそのまま残っており､且合Aの

農場長(以前の役人)への全権委任に基づく,一括管理が行われている｡
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農業農村稔合開発計画



3. 現地調査結果

3.1 アクダラ潅漉地区農業農村総合開発計画

3.1.1 計画対象地区の現況

川 地区面積及び人口

アタグラ潅燕地区はアルマティから北へ約250kmに位置し､タスマリスク(Tasmminsk)潅蔽システ

ムとバカナス(BakBLZW)潅概システムの2つの潅漉システムから構成される｡タスマリスタ潅漉シス

テムは1957年に､バカナス潅漉システムは1974年にそれぞれ建設されている｡両システムともイリ

(ny)河よりFreehtakeシステムによって取水しており､それぞれが幹線水路並びにその他の関連施

設を有し,独立したシステムとなっている.この二つの藩政システムによってカバーされる既存の生

産農場並びにその潅液面積は下表に示す通りである｡また計画対象地区位置図を図3.1に示す.

潅蔽システム 農場名 潅波面横(ha)

タスマリスタ地区: Bakbastysh production cooperative i,255

Berlic production cooperatiye 6.7 6 3

0ther (Peasant fan) 1
,376

小計 ii.3i4

バカナス地区:

小計

Ahdala production cooperative

Berek production cooperative

Zhenis production cooperative

6,726

4,$76

3,059

14.66l

合計 31,055

郡内合計 3=19

出典:バカナス部事務所

現在､本計画地区の下には, 5つの生産者組合によって運営される生産農場と個人農家が存在すると

みられるが､上表に示すように,多くの農地は生産農場によって耕作されている｡前述したように,

これらの生産農場は政府の民営化政策によって､名目上は個人農家による組合組織となったものの､

運営体制は以前の状況とほとんど変っていない｡下表に各農場毎の農家戸数並びに人口を示す｡

農場名 △旦 農家戸数 全戸数

男性 女性

タスマリスク

(1) Bakbastysh

(2) Berlic

△証

1,804 2,214

852 1,004

2Ji5i6 3.a4

…
2
2
〝
辿

バカナス

(I) Ahdala

(2) Berek

(3) Zhenis

公立 LIL7 2.01 7

211

127

72

ilo

426

301

155

R2

合計 4,443 5,231 1,051 2,351

出典:バカナス郡事務所

也___ji皇

計画地区の気象は大陸性気候の特徴を有し､夏は高温で乾燥し､冬は極寒である｡計画地区の年平均
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気温は7-9℃､年間平均降水量は200-250 mm前後であるo 1995/1996年における月別平均気温及

び降水量は下表に示す｡

項目 1995 1996 平均

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 g 9 /合計

気温(℃) 9.1 5.1
13.8 Ill.4 -8.2 -0.1

12.9 17.8 24.6 24.2 23.8 17.9 9.33

降雨量(mm) 34.4 8.4 5 15.6 27.7 23.6 54 33,1 23.3 19 5 22.1 271.2

湿度(%) 64 70 76 81 81 78 64 62 51 52 44 48 64.3

出典:アルマティ水文地質土地改良調査所

r31 農業現況

各農場の主要作物は水稲及び飼料作物で,小麦がこれに次ぐ｡農場内の農地のほほ全地区において,

潅蔽施設が整備されているが､潅蔽及び排水施設の老朽化のため耕作放棄地区もみられる｡主要作付

体系としては,水稲を中心とした飼料作物及び小麦との捨作を行っている.各農場における1996年の

主要作物の作付面積を下表に示す｡

(単位:へケタ4)

農場 潅概地区 水稲 飼料作物 飼料作物 野菜 多年佳作物 その他 <1

面積 /小麦 (3年性) (果樹)

タスマリスタ地区

(1) Bakbastysh

(2) Berlic

小計

8.260 2,550 2,340 1,600

6,760 2,300 2,100 l,600

1 5月20 iLBiO 生14LO i299

-
0
-
0
_

3I

2 0
o

Sl

バカナス地区

(1) Al皿血1a

(2) Berek

(3) Zbenis

小計

6,730 l.750 1,250 1,600 30

4,S80 1.600 1,150 1,150 30

2,100

950

3,060 300 390 600 0 0 l.770

i4JiLO 3.iLO 2J129 呈.3iO LO 仝 iBLO

合計 29,680 8,500 7,230 6,550 190 20 7,190

備考: 1996年のデータを使用｡個人農家に関するデータは不明

注釈:<1その他には牧草地,放棄地も含まれる｡

出典:パルハシ郡事務所

1990年並びに1996年における主要作物の生産量を下表に示す｡飼料作物を除いて,生産量は1990年
と比較して低下している｡
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(単位:トン)

農場 盈 △蓋 飼料作物 里墓
1990 1996 1990 1996 1990 1996 1990 1996

タスマリスク

(1) Bakbastysb

(2) Berlic

小計

I4,640 7,780 l.960 2,400 5,090 4,850

15,950 4,400 3,300 3,360 3.550 3,730

30,580 12.柑0 5.2LO i&LO 旦▲互生9旦l乏LO

0

5

5l

6

0

′
〇
l

バカナス

(1) A上皿dala

(2) Beret

(3) Zbenis

小計

17,860 3,730 2,890 1,540 2,i90 2,590 3

1l,500 3,220 2,000 l.350 2,400 2,260 45

6,860 430 940 120 570 1.160 103

36.220 L3LO iaO i999 5JBiO 5JBLO iii

2

0

0

2

合計 66,810 19,560 ll,090 8,670 14,490 14,590 156 8

出典: ′1'ルハシ郡事者所

備考:個人農家に関するデータは不明

生産量低下は収量の低下と作付面積の低下によって引き起こされている｡生産組合のメンバーヘの聞

き取りによると､ソ連連邦崩壊以来,単位収量は低下しているとの事であった｡特に米(籾)の収量

は1990年には4.5トン/haであったものが､ 1996年には2.3レ/haと変動している.また､小麦の収量

も1990年では2.0トン/ha弱であったものが, 1トン/ha前後となっている｡考えられる収量低下の主要

因は下表のようにまとめられる｡

理由 原因

(1)肥料施用不足

(2)耕作地での停滞水

(3)表土への塩類集積

(4)農業普及不足

(5)低品質の種子

(6)不均一な均平化(米の場合)

ー農場の経営状怒の悪化

一排水システムの低下

一排水システムの低下及び地下水位の上昇

一農業普及システムの未整備

一高品質種子の供給先の不足

一大きすぎる耕作区画
出典:農協メンバーヘのインタビュー調査結果上り

作付面積低下は､土卓の塩類集積化と農業桟械不足による耕作放棄が主要因と考えられる.塩類集積

化は排水機能の低下を原因とした地下水位の上昇によって引き起こされている｡ 1990年と比較して,

1996年では約2,000haの農地が耕作放棄され,家屋､放牧地(荒地)へと転換している.

(単位:JM-A)

潅混地区

水稲 飼料作物 飼料作物 野菜 果樹 その他<1 合計

/小麦 (3年E)

家慶等 地区捻計

1990年

タスマリンスク

バカナス

全証

6,300 3,130 2,989

6,838 2,900 2,949

1 3. I 38 S.giO 皇▲旦呈墨

_3 1
5
9
_
9
｡
一

1996*

タスマリンスタ

バカナス

全証

4,850 4,440 3,200

3,650 2JS5 3,350

旦.王Q9 乙呈呈皇 iiLO

出典: ′,')レハシ部事券所及びアルマティ水文地質土地改良調査所
注釈:く1その他には牧草地､放棄地も含まれる｡
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(4) 既存施設の概況

計画地区内における既存潅蔽施設の概況をまとめると下表の通りである｡

項目 単位 タスマリスタ地区 バカナス地区

取水工のタイプ

運営開始年

幹線導水路長

一次幹線水路の計画最大液量

支線水路本数

全水路長

幹線排水路長

C

･
年
k
m
海
仙
k
m
血

m

7])
-インテイク 71)-∫)サイケ

1957

20

lュo

5

1,074

65.9

1973

13

98

n.d.

816

116.4

注釈:a.也.はデータがないことを示す｡

既存の潅漉排水施設は老朽化しており,施設の携能低下を引き起こしている.これは特にタスマリン

スタ潅渡システムにおいて顕著であるoこれら施設の老朽化は､維持管理不足が主要EEと考えられるo

また､タスマリンスタ潅概システムの取水口より下流7k皿地点においては､イリ河が右岸を侵食して

おり､河通が一次幹線水路に接近しているo何らかの保護対策を施さなければ､幹線水路の堤防を崩

壊させる可能性がある｡

(5) 施設の維持管理状況

a)幹線システム
取水口,一次並び二次水路､及びシステム間の幹線排水呈削ま,いまだ水資源委員会の管理下

にあるため,運営並びに維持管理は水資源委員会の郡レベルの横関(WSD : Wa(er economic

System Department)によって実施されている. WSDは各農場より水利費の徴収を行い､徴収

された水利費によって維持管理を行っている｡連邦崩壊以来,農場の任官状態が思わしくな

いため, 1996年には農場の水利費未払いが2,500万テンゲにも上っている.これに伴い,WSD

もまた施設の維持管理に要する資金不足に直面し,十分な維持管理を行えていない状況にあ

る｡

b)農場レベル

連邦崩壊以来,農場レベルの施設の運営･管理は管轄生産農場-移管されており､従って維

持管理は管轄農場それぞれによって行われている｡しかしながら､前述したように農場の経

営状態の悪化のため､維持管理は十分に行われていないのが現状である｡三次水路､末端水

路及び排水路の通水能力は,堆砂並びに雑草によって著しく低下している｡また一部のゲー

ト等の施設では老朽化のため,機能していないものもある｡

このような状況のため計画地区内の施設は十分機能しておらず,計画地区は,潅概面積の減少並びに

排水不良によって引き起こされる農地面積の減少という問題に直面している｡

(6) 農村社会状況

前述したように､ソ連連邦時代の国営及び集団農場は連邦崩壊に伴って解体し,全ての土地が個人に

分配され,農場は個人農家の集団(農協)と再編成した｡しかしながら地域内のヒエラルキーは変ら

ず以前の状態のまま存在しているものとみられる｡即ち,農民は農場長に土地に関する権利を全て委

任し(土地の売買権を含む)
､農場長の管理の下､以前と同様に各人に細分化された仕事をそれぞれ
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が行っており､個々の農家が有様的に組続化されているのではない｡従って､組稔としてはほとんど

変っていない状況にある｡

農場の運営･経営体制は､連邦崩壊後は政府よりの補助金はなく､各農場単位での独立採算性になっ

でいる｡しかしながら､その経営状況は年々悪化しており､これが施設の維持管理並びに農場の生産

性に大きく影響を与えている｡経営状況の悪化は,農場に販売に係る部門がないこと､生産物市場が

限られていること,生産物が低価格またはバーターで取引されていること等による農業収入の低下が

主原因と考えられる｡

また農場内の農村インフラは,連邦時代に整備され､現在､配電,給水､その他の病院等の公共施設

が整備されている｡しかしながら､水道は各戸に配備されているとものの､供給量は限られており,

満足な状況にあるとは言い難い｡

3.1.2 農村開発の必要性

前述したように生産農場の組合組続は､依然として旧態のままであるため､個人単位の考えが反映し

づらく,民主的な(ボトムアップによる)決定プロセスが取られていない｡これは反面では,組合員

(農民)の民主化-の意識並びに個人経営への意識が低いことも原因である｡このようなシステムの

下では､公平な便益配分や農民のニーズを反映した農場運営が行われづらいと思われる｡従って､組

合の組織改革と'共に､農民の意識改革及び人材育成を行う必要があると考える｡個人経営が主体とな

ると,水管理組合の結成についても考慮する必要がある｡

また市場流通状況を改善しない限り,現状の経営状態を良好な状態に転換することは至極困牡と考え

る｡このためには､農場組織の中に,市場･流通に関わる部門並びに人材の育成を行う必要がある｡

上述したような農村社会内部の改善と共に,農村インフラの改善も実施することによって実際的な生

活レベルが向上することが可能になるo具体的には,給水施設の改良･整備,排水施設の整備等による

生活改善のアプローチが,可及的に実施される必要があると考える｡このようなインフラ整備は,隻

益農民の計画参加へのインセンティアを高める効果も期待できる｡

3.1.3 潅光点業開発に関わる阻害要因

計画地区に存在する主要な開発阻害要E削ま以下に示す通りであるo
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事項 原因 f3響

1.水路内の堆砂 一次幹線水路の侵食及び水路 潅漉･排水路への堆砂は､水路の通水能力を低下きせ､

浸からの雨水による法面侵食 末端地区において水不足が生じている｡

2.排水不良 不十分な維持管理による,排 表層土壌への塩類集積化､国号内での長期の湛水等につ

水路内の堆砂及び雑草の繁茂 ながり､収量低下と共に耕作放棄を引き起こしているo

3.施設の維持管理 資金不足,人材不足 上記2項目(水路内の堆砂､排水不良)を引き超こして

不足 いる｡

4.不適切な水管理 施設の老朽化､水管理施設の 安定供給が行われていない｡

不備

5.普及体制の未整備システムが存在しない 個人農家毎の農業運営ができない｡

6.農場運営資金不足農産物の低価格,限定された 収量の低下,生産量の低下を引き起こしている｡

市場及び農業金融システム

3.1.4 開発基本構想

本計画の主目的は､老朽化した潅概･排水施設の改修･改善と水管理の合理化､農場運営体制の改善､

市場流通状況の改善等を含んだ包括的な農業開発計画策定によって､上述した阻害要因の解消並びに

生産量の増産を図ることにある｡

農業開発アプローチとしては,生産性及び農地回復を念頭に置き,下記の改善計画を主体とする｡

(彰 潅漉効率の改善

② 排水システムの改善及び排水不良地区の解消

③ 水管理システムの改善

④ 維持管理体制の強化及び水管理組合(プロトタイプ)の設立

(参 農業金融システムを含んだ普及体制の強化

⑥ 市場流通システムの改善

また､農村開発的なアプローチとしては､以下の事項が考えられる｡これは計画の持続性に影響を与

えうるもので,農業開発アプローチと併せて計画策定/事業実施を行う必要がある｡

(多 生産組合の組織改革

② 農民個人の意識改革及び人材育成

③ 農民の生活向上及び経済的自立-の技術的協力

以上のアプローチに加えて､タスマリンスタ潅漉システムの取水口より7km下流地点でのイリ川によ

る侵食に対する保護対策についても,計画の持琴性に影響を与えるのでコンポーネントに取り入れる
必要がある｡

3.1.5 調査団所見

計画地区は､カザフスタン国の潅漉農業地区の停滞状況を反映した典型的な地区である. 1990年のソ
連連邦解体以降に直面した施設の維持管理不足による潅漉･排水施設の老朽化並びに機能低下､農場

径営悪化による農業投入資機材の不足,そしてこれらを原因とした収量低下及び面積減少という問題

が顕在化している｡本開発計画は,施設の改修よる潅蔽･排水機能の改良に加え､水管理の合理化､
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農場運営体制の改善､市場流通状況の改善､農業普及体制の確立等のソフト的なアプローチを含ませ

た包括的な改善計画によって,このような開署の解決を図るもので､今後のモデル事業になりえるも

のである｡従い､本計画は計画対象地区のみの効果だけではなく,カザフスタン国全国への波及効果

も高いと予想され,その実施意義は高い｡

また年々､耕作放棄地が拡大しており,また収量の低下も大きくなっており,計画の緊急性は高い｡

またカザフスタン国政府関係者も､このような状況を十分認識しており､本事業のできる限り早期の

実施を切望している次第である｡

一方､日本の開発調査案件として考えた場合,その規模も3万●hと適当であり､かつ米作主体の農業

開発であることより日本の技術協力案件として最適と考える｡特に､ハード及びソフトが一体となっ

た絵合開発はカザフスタン国ではあまり行われていないことより､本計画の実施とそれに伴う波及効

果が､同国の援助形態の良い先例になると考える｡
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図3．1　計画対象地区位置図（アタダラ潅漑地区）



アルマティ大水路潅概･排水システム整備

及び水管理改善計画



3.2 アルマティ大水路潅漉･排水システム整備及び水管理改善計画

3.2.1 計画背景及び既存施設概要

アルマティ大水路はチリク(Chilik)川を水源とした潅赦目的用の水路であり,本水路による潅漉シ

ステムは､チリク川上流に建設されたポルタガイスキー貯水池(Bbnagaisky Reservoir)とその15km

下菰にて取水しているアルマティ大水路(BigAlmatyCm山:BAC)及びその末端潅蔽システムから構

成される｡それぞれの概要を以下に示す｡また計画対象地区位置図を図3.2に示す｡

m ポルタガイスキー貯水池(Borta牢aiskv Reservoir)

ポルタガイスキー貯水池はチリク川の上菰部に1982年に建設され､稔貯水量は3億2千万トン,有効

貯水量は2億5千万トンと計画されているo ダムの概要は下表の通りである｡

項目 単位 内容

ダムタイプ

ダム高

ダム堤長

堤長幅

アースフィルタイブ

66

325

10

放水口 タイプ

放水口 致 mO.

放水口毎の容量 ton/see

減勢バルブ付放水管

2

100

洪水吐 タイプ グローリーホールタイブ

洪水吐 容量 ton/sec 2$0

稔貯水量 MCM 3 20

有効貯水量 MCM 250

現在､放水口のトンネル部分及び洪水吐のトンネル部分からかなりの漏水が見られ､ダムの持続性を

危うくしている｡運営管理を担当する水資源委員会も修復の必要性を感じているものの,資金不足の

ため､修繕が十分に行えないのが現状である｡

a) アルマティ大水路(BAC)

(a)幹線水路

アルマティ大水路(BAC)は､ 1985年に潅赦目的のために建設されたもので,アルマティ州

エンピケッシェーカザフスキー郡(Enbiksh -他山sky Raion)からカスケレンスキー耳

(KaskclenskyRaion)までの3郡にまたがり､水路の絵延長は167.9kmにもなる.

単位 エンヒ●ケッシュー柵●7スト タkh'似卜 榊レンスト 主監

水路長 km 105.9 33.5 28.5 167.9

水路は全長コンクリートライニングが施されており,水路の設計流量は取水口付近で長大87

け/秒,末端部分で最低の10トン/秒であるが､大部分の地区は75トン/秒であるo

水路施設状況はほとんど問題がない状態にあるが､一部の地区において､水路コンクリート

にクラックが見られた｡これは､水路壁面の裏側部分が削れ､コンクリート裏側で空洞化し

たため,クラックが生じたものと考えられる｡従って,コンクリート補填等の対策が必要と
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なる｡また上流の丘陵地すそ野を走る水路部分では､丘陵斜面からの侵食によって1991年に

水路の崩壊が起こり,それが下流域の家屋や農地に多大な被害を及ぼした｡現在､水路の修

復はされているが､法面に対する保護対策は施されておらず､何らかの対策が必要である｡

o))･関連施設

幹線水路に関連する施設は下表にまとめられる｡

関連施設 施設数 タイプ又は能力

1,取水工(ゲート)

2.アウトレット

3.洪水吐

4.水路席

5.サイフォン型水路凍

6.トンネル

7.席

8.沈砂用タンク

9.取水壌

10.液勢工

ll.カルバート

12.水位計測用井戸

1

65

13

91

24

2

80

1

6

132

78

40

3m幅×4門

オープン及びパイプ

容量: 75 m3/see.

容i : 45 m3/≦ec.

4.5m幅x4門

関連施設に関しては､閉篭はほとんど見られなかった｡

(引 東端(圃場)潅概システム

アルマティ大水路(BAC)はアルタイ山脈と平行に(平野部を横切って)走っており, BACから末端

への潅蔽は､既存の潅蔽水路､小河川､ポンプ等を利用していることが多い｡ BACからの取り入れ口

付近は,コンクリート製の施設が設置されているが,その後は､既存の土水路またはソ連製のコンク

リートフリュ-ムとなっている｡これらは､漏水並びに老朽化が激しく,効率的な水利用はできてい

ない｡そのため末端までは十分な潅汲水が行き渡っておらず,計画地区内には天水農業または放牧地

として利用されている地区が多く見受けられる｡このような水不足を補うため､小規模溜池や地下水

を利用した潅蔽を補助的に行っている地区もある｡

一方排水施設は､維持管理不足による排水能力低下,またはシステムの未整備のため,下流地区のカ

ブチガヤ湖付近を中心に排水不良による塩類集積化が起こっている｡かなりの地区で塩類集積化によ

る被害が見られ､塩害地区の減少及び拡大の抑制のために,排水施設の改修及び整備と共に適切な水

管理の実施が必要とされている｡

3.2.2 調査対象地域

調査対象地域は､水路が横切る3郡にイリスキー郡(niskyRaion)を加えた4郡に属するBAC潅赦シ

ステムの潅蔽可能地区である 約170千hとするo

3.2.3 計画対象地区の潅激及び農業現況

対象4郡の潅蔽地区面積の合計は約2(札000haであり,そのほとんど(約90%)は､ BACのシステム

に属している. 1990年及び1996年のそれぞれの郡における潅漉面構を下表に示す.
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(単位:ha)

山ヒ◆ヶ7iL汁-7スト郡< 1 タげ以t一部 イ.)スト郡 船ルンスト瓢

1990 * 96,100 50,800 26.100 27,300

1996 * 96,900 53,100 23,400 24.900

注釈:<l )996年にチ.)ク郡はエンピケッシェーカザ7スキー郡に競合された.

上表によると､ 1990年以降は,イリンスキー及びカスケレンスキー郡で多少の減少はあるものの,各

部の潅洗面積は大幅な変動はなく､安定して推移していると言えるo

また対象4郡の1995年における主要作物の作付け面積は,以下に示すとおりである｡

(単位:ha)

全穀類 メイズ タバコ 野菜 全飼料作物飼料用メイr 干草用作物

i)ヒ●ヶヵム肘●刀卜郡26,100 12,500 1,900 1,200 29,100

タkh'以こト郡 6,200 1,200 0. 1
,500

24,BOO

イ仰卜郡 2,900 1,000 0 0 10,800

似ケレンズニト郡 3
,
1 00 300 0 600 1 2,200

9,200 10.800

7,400 5,100

4, 100 2.900

3,800 3,100

出典:水資源委員会

対象4郡の内､エンピケッシェーカザフスキー郡を除いた3郡は畜産が中心の営農体系であると推測

される｡またエンピケッシェーカザフスキー郡は､畜産,穀物に加え､タ.バコ,野菜､果樹(グレー

プ)等,幅広い作物を栽培していることが解る｡

近年､各郡において主要作物の生産量が大幅に減少している｡これは､主に収量の減少により引き起

こされている｡以下に各作物の1990年及び1995年の収量を示す｡

(単位:トン/ha)

エンt'ケ17:i}フけ●7Lニト郡

1990 1995

nh'以卜郡

1990 1995

イ1)スト郡 山ルンスト郡

1990 1995 1990 1995

全穀類

メイズ

タバコ

野菜

2.6 1.6

3.8 2.0

1.8 0.8

15.8 7.0

飼料用メげ<1 22.7 14.9

干草用作物 5.3 3.8

2.8 l.3

4.1 0.3

0.2

20.2 10.7

31.0 22.5

6.6 4.5

2.6 1.I

3.4 1.9

l

5

ウノ

3

′b

-

つ▲

l

3.6 l.8

2.7 1.0

ー

′○

′0

-

0

2

5

2

tJ

l

5

'J

0

oO

1

つ一

つー

注釈:飼料用メイス●はサイレージ用なので､収穫物は植物体全体となる｡

出典:水資源委員会

収量の減少は､排水不良によって引き起こされる塩類集積化と農場経営悪化による農業資横材購入並

びにその施用不足が原因と考えられる.前述したように､塩害による被害はカ7'チャガヤ湖付近で顕

著であり､かなりの範囲で塩害が生じていると報告されている｡また農場経営悪化に伴う農業資横材

施用不足はカザフスタン全国での傾向であり,資横材価格の高騰と生産物価格の停滞,限定された市

場,自由市場化への開放の遅延が主原因と考えられる｡

3.2.4 開発阻害要因

計画地区における開発阻害要因は､以下のように考えられる｡
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事項 原因 影響

1.末端潅蔽システム既存システムが老朽化､また 天水農業地区が多い.

の未整備 は未整備
■●●p◆▼▼■■▼p●●●■JJrrrttJf44J4r●●●●■●■●■●■-1I-.●一l●■●●●■-●-I-●●●●●.-.I--.t-●●●●●●●●●●●●1....●●●●●●●●●■1.●-●1..●一●l◆●●●●■●･-●■-←-●-●●●●●■●●●■一●●●●■●●●-■■●.1-....-..-■-●=-I...●I●●●●一■■一ミニ●■-■■---●●●●■●■●-●●●●●●●●■●t●●■▲●●■▼●●●●●●

2･排水不良 維持管理不足による排水路内 表層土壌への塩類集酎ヒ､圃場内での長期の湛水等につ

の雑草の繁茂､及び排水シス ながり,収量低下と共に耕作放棄を引き起こしている｡

テムの未整備

3.施設の維持管理 資金不足,人材不足 排水不良を引き起こしている.

不足
--∴~~~:~丁:~二

･･
-/~~~~~~~丁~~

ニー･

~~~~~~~~~~
I---=~~~

.~~.~~~~ニーーーー.ニーーー-=====二=二~

~~~~ ~~~~~ ~ .
二~:.::∴------

-- .
....二=二二二二__________二_

4.不適切な水管理 施設の老朽化､水管理施設の 潅放水の有効利用が図れず､潅液面棟の停滞,排水不良

不備 地区の増加につながっている｡

-- -
･･---∴----1===~~~~~~~~~~~~~~~~~~~■

■■
･･∴こ丁~~~~~~~~

･
--I--∴=:二=~二=:∴--･･-

...ニーニニ===-

--一二==:---I--

----- ･------------一
丁こ∴二二____________

5.普及体制の未整備システムが存在しない 個人農家毎の農業運営ができない｡

6.農場運営資金不足農産物の低価格,臨 走された 収量の低下､生産量の低下を引き起こしている｡

市場及び農業金融システム (これはさらなる軽骨状態の悪化の原因となっている)

3.2.5 開発基本構想

rll 計画の目的

本計画は､基幹施設であるアルマティ大水掛ま比較的よく整備されているため､大幅な改修は必要な

いと考えられる｡しかしながら､圃場レベルの潅漉及び排水システムが不十分なため,地区全体のシ

ステムは十分権能していない状況にある｡従って,本計画の第一義の目的は,圃場レベルの潅叔･排

水システムの改善による農業生産性の回復に置かれ,次いで①計画地区に畜産並びに園芸開発をも考

慮した複合的営農体系を導入すること､ ②効率的水管理システム/体制を確立すること､ ③農村社会

構造の変革をスムースに進行させ,個人農家毎の農業経営体制を確立し､生活レベルを向上させるこ

とを対象とすることとする｡

招1 計画内容

計画は二期に分けたものとする｡第一期では調査対象地域全域に対する農業開発マスタープランを行

い,その中で地域の特色にあった農業形態の方向性及び必要となる改善計画を策定すると共に,使先

順位を検討し､そのモデル性､緊急性に鑑みて優先開発事業を選定する｡轟二期においては,使先事
業を対象とした詳細調査(フィージビリティ調査)を実施し､その妥当性について検討を行うことと

する｡なお計画に際して､優先的に検討される項目は以下の通りである｡

① 既存潅蔽システムの改善･改修､及び既存システムとの有機的な連携

② 排水システムの改修･改善を含んだ排水網整備

③ 適正な潅蔽配水計画

④ 効率的な水管理システムの導入と施設及び体制の整備

⑤ 維持管理体制の整備と維持管理方法とその普及

⑥ 畜産並びに園芸開発(都市近郊農業)を考慮し地域特性に合った農業開発計画

⑦ 市場流通システムの改善,及び収穫後処理を含んだ農産加工計画

⑧ 農業金融システムを含んだ普及体制の強化

⑨ 生産組合の組織改革

⑬ 農民個人の意識改革及び人材育成
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3.2.6 調査EZ]所見

計画対象地区はカザフスタン国の第二の首都(1997年にアクモラ市へ遷都)となるアルマティ市周辺

地区であるため､都市への食糧供給基地としての役割は大きく,また都市型農業として複合型農業の

先例となりうる可能性を有した地区である｡しかしながら現在,塩害地区の拡大,不安定な潅漉シス

テム､農業経営状況悪化に係る悪循環(資金不足-肥料不足/維持管理不足-収量低下-資金不足)

等によって,収量低下,そして農業生産の減少を引き起こしている｡このような状況から､本計画を

通じて､収量低下の直接的な原因となっている上記間葛の解決を図り,農業生産を向上させ､また同

時に直接的/間接的に農場在官悪化悪化の原因となっている市場淀通システム､農村社会システム,

農村加工システム等の改善及び新規導入によって､個々の農家の生活向上を図ることは,非常に意義

深いものと考える｡

上記事項に加え､事業の持続性を高めるためには､農村社会構造の改善と同時に､維持管理体制の構

築並びに維持管理に関する技術の普及を図る必要がある｡本計画を通じて,農民の意識改革と育成を

実施し､初期的な水利組合を結成し､農場による細分化された分業体制ではなく,個々の経営農家が

有機的に連携した組織による維持管理体制を確立することは,全国の潅蔽システム(生産農場)のモ

デルとなりえると考える｡

また本計画地区の地理的条件を考慮すると,先進的農業経営の実施が可能であり,農業開発に関する

ポテンシャルは高く,その魅力は高い｡

3.2.7 相手国側政府の意向

カザフスタン政府は､本計画に対して高い優先度をおいている.即ち計画経済下で多大な経費をかけ

て建設したBACが,現状で十分活用されていないことに憂慮しており､その有効活用を図りたい意向

である｡担当機関である農業省水資源委員会並びに管轄州であるアルマティ州は共に､本計画に対す

る日本政府の技術及び資金援助による早期実施を望んでいる｡
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図3．2　　計画対象図（アルマティ大洪水灌漑システム）



アクモラ州周辺地区農業総合水資源開発計画



3.3 アクモラ州周辺地区長集結含水資源開発計画

3.3.1 計画地区の概要及び計画の背景

川 アクモラ州の概況

アクモラ州はカザフスタン国の中央北部に位置し､農業を主体として,軽工業､食糧加工､蛾社産業

が発達した産業形態を有している地区であるoアクモラ州の中心都市であるアクモラ市は､ 1994年の

共和国最高読会において､アルマティ市からの首都移転先と決定されており, 1996年から政府組織の

移動が実施され､ 1997年10月には大統領府が移転する予定となっている｡この移転に伴い､現在28

万人の人口を有するアクモラ市は, 2㈱年までに約40万人､ 2015年には150万人まで増加すると試

算されている｡このため現在,急ピッチで様々な社会基盤整備事業が実施されており､また各セクタ

ー毎の将来計画の見直しも迫られている状況であるo図3.3に計画対象地区位置図を示すo

r21 水資源

アクモラ州周辺における主要水資源の内,表流水としてはイシム(Ishim)河､ヌラ(Nura)河とアク

モラ市の東方 約450kmを流れる液量豊富なイルティッシュ(hysh)河とイルティッシュ河からカ

ラガンダ市工業地帯へと工業用水を運んでいるイルティッシュ-カラガンダ水路がある｡この他､地

下水ポテンシャルも考えられ,特にアクモラ市周辺はそのポテンシャルが高いと考えられる｡

a)イシム及びヌラ河

イシム河は､アクモラ市の都市用水の主要河川であるのに加え､アクモラ市周辺農場への潅

汲水源となっている｡イシム河の年平均流量は173百万トンであるものの､年によって変動が

激しく,雨量の少ない時期は12百万トンと記蘇され,農業生産量及び都市生活環境へ影響を

与えている｡

また､ヌラ河は､隣凄するカラガンダ市の工業地帯を通じてアクモラ州-流れている河川の

ため､工業排水が流れ込んでおり,水質汚染が激しく,その利用は制限される｡

b)イルティッシュ河及びイルティッシュ-カラガンダ水路

イルティッシュ河は,カザフスタン国を流れる主要河川の一つで､その流量は豊富である｡

しかしながら､アクモラ市より約450kmも離れているため､その利用に際してはかなりの牛

用が必要となる｡

イルティッシューカラガンダ水路は本来,カラガンダ市の工業用水並びに周辺農地への潅漉

水の供給用として建設された水路全長178kmの大水路である｡取水地点からカラガンダ市ま

でには約450mの標高差があるため,水路途中に22箇所のポンプステーションを設置し､投

降的に揚水している｡またポンプステーションと共に､合計で約13億トンの貯水能力を有す

る約13箇所の貯水池があり､ポンプ故障時等の緊急時に対応できるシステムとなっている｡

水路の設計流量は75-60け/秒であるものの,ポンプの故障,水路の漏水等によって､現在

の流量は20-45トン/秒となっている.

c)地下水

アクモラ州としては,現在,年間55百万トンの地下水を揚水･利用している｡将来的には､

年間68-70百万トンが揚水可能と推定されるものの､大規模な水源のプールとはなり待ない

と考える｡またアクモラ市周辺(特にナラ河左岸地域)は,自然貯水地が多く,地下水ポテ

ンシャルがあると考えられるが,ナラ河からの影響でかなりの重金属が含まれることが報告

されており,その利用には注意が必要となる｡
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(31 気象粂件

アクモラ州の気象は大陸性気候下にあり,且つ緯度が高いため､年間を通じて乾燥し,冷涼(冬は極

慕)な気象条件にある｡州の年平均気温は2℃､年間平均降水量は315 mmである｡過去30年間

(1955-1980年)における気象データを下表に示すo

項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均/合計

気温(℃) <1

一 平均気温 -16.9116.6 -9.5
4.2 13.I 18.6 20.5 17.2 1l.9 2.4

-6.7-13.0

- 平均最高気温112.6-ll.3 -5.0
9.3 19.6 25.3 27.0 24.3 I8.6 8.5

-3.0 -9.7

- 平均最低気温
-22.0-21.8-15.6 -2.4

5.8 ll.2 13.4 10.9 5.1
-2.1-ll.2-18.9

降水量(mm) 16 13 13 20 31 36 53 49 25 26 17 16

平均日照時間(hr.) 105 146 182 231 300 329 325 282 234 133 96 S9

l

′0

0

5

2

2
-
ヰ
3

1
4
5

2

出典:気象局

注釈:気温に関するデータは､鼓年の欠損はあるが､ 1919-1980年の平均データである｡

(41 農業現況

1995年アクモラ州の農地面積は8.6百万haであり､その内耕地面積は41% (約3.6百万h)を占める｡

しかしながら､潅液面積は全体農地面積の0.5%である44,1(氾haに過ぎず､その内耕地として利用さ

れているのはo.3%である28,200baに過ぎない｡主要作物としては､下表にその作付面積を示すよう

に､天水農業によって生産される小麦､飼料作物が主体で､潅概地区においては,野菜,じゃがいも､

トウモロコシ等を栽培している｡

(単位:千へ〃ヰ)

1992 1993 1994 1995 全国(1995)

全穀物

小麦

じゃがいも

野菜

ひまわり

飼料作物

2,767 2,729

2,061 1,929

20 17

3 3

22 14

1,057 998

2,542 2,455

I.913 l,961

14 15

2 4

16 13

954 839

18,878

12,551

206

76

346

8,7S9

出典: GOSGOMSTA

上表より､アクモラ州はカザフスタン全国の穀類生産並びに飼料作物生産の主要産地の一つであるこ

とが解る｡一方,首都移転によって食糧需要が高まることが予想されることから,州の農業の重要性

は,今後より一層高くなると予想される｡

しかしながら全国の状況と同様に､連邦解体以来､作物の生産性の低下が続き,下表に示すように主

要作物の収量は極めて低い｡

(単位: Iン/へ〃-A)

1992 1993 1994 1995 全国(1995)

全穀物

小麦

じゃがいも

ひまわり

野菜

1.6 0.9

I.6 0.9

12.1 7.3

0.1 0.1

ll.8 7.I

0.7 0.6

0.6 0.6

8.9 6.6

0.2 0.2

8.9 9.3

出典: GOSGOMSTA
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農場運営の悪化に起因する農業投入資横材の施用不足が､連邦解体以来の作物収量低下の主要原因と

考えられるが､天水主体の農業体系､潅敵地区における不安定な潅放水供給､潅蔽用農業水資源の枯

渇等が､アクモラ州及びその周辺地区の農業生産停滞の根本原因と考える｡

(51 その他の産業

農業以外では,農業横械生産､繊維産業及び食品加工等の軽工業が主要基幹産業である｡この他,首

都移転に伴って,ブロック,骨材,アルミニウム資材等の建設資携材の精製に係る産業の発展も予想

される｡また州都であるアクモラ市(1997年より首都にもなる)では､様々インフラ整備事業が実施

されており,空港の拡張､住居建設､通信整備事業が現在行われている｡また給水整備､送電線整備､

交通網整備など,産業開発と共に多くの社会インフラ整備計画が策定されている｡

また隣接するカラガンダ州は,農業とともに重工業が発達しており､現在並びに将来においても､ア

クモラ州-のエネルギー供給基地となると予想されている｡

(61 水督源開発の必要性

上述のように､首都移転に伴い,アクモラ市を中心としたアクモラ州周辺の産業(農業､軽工業､食

品加工等)はかなりの規模で拡大することが予想される｡また州人口も大幅に増大することが予想さ

れることから､州周辺を含んだ全体の水需要はかなり高くなると見込まれる｡現在の各セクターヘの

水資源供給システムは､既存の産業並びに人口に対応したものであるため,その見直し並びに新見水

源の開発は急務となっている｡具体的には,下記に示すような増加する水需要を満足させる必要があ

ると考える｡

① 拡大するアクモラ州周辺の農地に対応する潅汲水の供給

② 増大するアクモラ州人口に対する生活用水供給

③ 拡大が予想されるアクモラ市工業地域-の工業用水の供給

3.3.2 既存の水資源開発計画

このような背景の基､カザフスタン国政府はアクモラ市並びに州全体の水需要･供給バランスの推定

を行った.その結果, 2015年の州全体として,年間約145百万トンの水不足が生じると予想している｡

予想される2015年の水需要･供給収支

(単位:百万トン)

アクモラ市 アクモラ州

1.供給可能水源

2.水需要

一 工業及び生活用水

一 農業

一 漁業

3.その他必要水量

一 自然生態系
一 下菰への放水量

一 浪水

97.5 438

169.1 生u

149 218

18.5 187

l.6 12

il iL6

5.5 65

0 66

5.5 35

収支
-82.6 _145

出典:水資源委員会

注釈:水供給･育要予8耶土20年確率の洗暮を基に推定している｡

-20-



また上表の水不足を補うために､カザフスタン国政府は下記の水資源開発オプションを検討している｡

① ポンプによるイルティッシュ-カラガンダ水路からイシム河への取水

② ヌラ河の浄化

③ イルティッシュ河からの直接取水

④ 深層地下水開発

⑤ 浅層地下水開発と地下水浄化

しかしながら,これらの推定並びに計画は,主にアクモラ市の都市給水需要を満たすことを目的とし

たものであり,包括的な開発計画に基づく調査結果並びに計画とは言い難い.実際､農業セクターに

関する水需要予測は現状より少なく見積もっており､将来,各セクターの発展に伴って､髄潜が生じ

る可能性がある｡

3.3.3 計画の概要

= 計画の目的

本計画の目的は､首都移転に伴って急速な発展が予想されるアクモラ州周辺地区に対して､農業及び

各セクターの将来を見据えた水需要予測を行い,水資源開発に係る包括的なマスタープランを作成す

ることである｡

(2) 計画の柾要

マスタープランでは,農業並びに各セクターの将来展望を基にそれぞれの水需要予測をおこなう｡そ

の際は,下記の項目に考慮することとする｡

① カザフスタン国政府の開発計画

② 各セクターの国内外の産業･市場動向(含む食糧需要予測)

③ 現在及び将来の農業並びに工業技術水準

④ 州内の人口の推移と分布状況

⑤ カラガンダ地区にある既存工業地帯への工業用水安定供給

⑥ 近隣州との水需要バランス

また一方,予測された水需要に対して,下記の点に重点を置き,技術的かつ経済的な水資源開発計画

を策定する｡

① 既存用水供給システムの現状と改善点

② 新競水源開発の可能性

③ 水の再利用技術展望

@ 州内の効率的な水配分システム

⑤ 開発に係る経済収支

全体計画としては､州全体の用水供給に関わる長期開発プログラムを策定すると共に,事業の緊急性､

重要性､経済性､技術的可能性等を考慮して,その順位づけを行い,短期並びに中期開発プログラム

を策定する｡また､農業開発については,潅漉効果を高めるために必要となる､新規導入作物､農業

技術,農業支援サービス,市場･洗通等に関わる開発オプションについても提案する｡
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3.3.4 調査団所見

政府もアクモラ市並びにアクモラ州における開発は､カザフスタン国の開発の優先事業と位置づけて

おり,現在､アクモラ市では社会インフラ整備を急ピッチで進めている｡しかしながら､州全体の包

括的な稔合開発計画がなく､事業だけが優先してしまっている感がある｡特に,アクモラ州は水資源

が限られているため,包括的な水配分計画の無い各セクター独自の開発事業を進めて行くと,将来,

各セクター間において､敵宙が生じ､それが開発のボトルネックとなることは明白である｡従って､

各セクター間のバランスのとれた将来計画に基づいた包括的な水資源マスタープランを策定する必

要性は高く,本計画を実施することの意義は深いo

またアクモラ州は,カザフスタン国にあって穀物の生産地帯として位置づけにあるものの､潅液面積

は州内の全耕地面積の1%に過ぎない｡従い､収量増加が望めないため,その生産量も耕地面積と比

較して低い状況にある｡カザフスタン国政府も､安定的な食糧増産のために同州周辺の潅漉整備事業

は急務であるとの認識を有している｡またアクモラ市へ首都移転に伴って増加する人口への食糧安定

供給に対応するためにも,農業開発を中心とした水資源マスタープランの早急な策定が必要と考える｡
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図3．3　計画対象地区位置図（アクモラ州周辺地区）
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TERMS Of■ REFERENCE (DRAFT)

FOR

TⅡE MASTER PLAN AND FEASIBILITY STtJDY

ON

INTEGRATED AGRICULTURAL AND RURAL DEVELOPMENT PROJECT

IN

AKtJDALA AREA

I. Introduction

Kazakstanis a land r∝ked coun町Withanarea of2･7minion squ打e kilom3terS･. It is

bordered by Russia to dle north, nOrtheastand west, by China tothe southeaLSt, by Uzbekistan,

Kirghiztanand Turkmenistan tothe south･ The population is estimated at amund 17 m山ion

as of 1993,and growmg at 0.9per °ent of averageannualrate for last five years･ ne

economy of Kazakstan has been regenerahng formthe economic stagnadon resultedinafter

dissolution of the former Soviet Union. neper capita GDP has been declined foal)out

US$ I,000 in 1995 atthe rate of 40% compared withthe one on 1990･ However it is

supposedthatthe economic condition is presendy improvmg, asthe growthrate of realGDP in

1996 shows positive growthandthe inflahon rate of 1996 isalso stal)ihzed asthe figure of

39 %from 1(X氾%. Agriculture isthe s∝ond important sectorinKazakstan fo山owing mnmg

sector, showlng 28 % of GDPand 23 % oftotalemploymentin1994. About 75 % of the

total1andarea of the counby, or about 2(氾minion hectares, is presendy used for agricultural

purposes･ However, only l% (about 2mi11ion hectaqes)of totalagricultural1and are under

the irrigated condidon. ne yields of crops has declinedandthe irrigatedarea has decreぉed

sincethe dissolution of也e former Soviet Union, particularlyinr∝ent five years. Inthis

connecdonthe Government of Kazakstan, recognlZmgthis cridcalsituahon inthe sector, has

been paying her effor(mily to: i) priceand trade policy of the Govemment,i) marke血g

reform, iii)fan privati2adon and restructuring of the state enterpr血, and iv) improvemmt of

agriculturalproductivity･

2. Background and Justification of the Study

2.1 Background

(n General

ne Bahash dis由ct (raion)inAlmaty province (oblast)has irrigated land of about
33,000 ha. ne J止udala irrigation打ea (massive) presendy covers about 3 1,㈱ ha which are

mst of the irrigated areainthemion. The此udala irrigation am is locatedin250 km north
fromAlmatyand covers 5 existing farmsalongthe nyriver. TYle irrigation system is

co叩OSed of two (2) irrigadon sub-systems such as Tasmurinskand Bakanas. TasmHhsk

sub-system was constructed at 1957 andthe other a( 1974inthe form:r Soviet Union reg皿e.

Bothofthem have a fh氾intake, a maincanal,and other required facilities,respectlVely.

Al- 1
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(2 1 AEriculturalCondition

The rnain mpplng Paftem inthe area is one season crop under paddy rotation system

withfbdder 灯ops or wheat. In 1996, 8,5(氾ha was used forrice culdvadon,and about 7,200

ha for wheatand 6,500 ha for fbdder cTOPS･ The irrigated area and crop yield, however, have

bjen declining and decreasing since 1990 due toinefficient irrigation and drainage systerns･

TTlerefore,the agriculturalproduction has decreased sincethe dissolution of the former Soviet

Union as shown below.

(Unit:ton)

Irrigation system 地 地盤 Fdder crpps Ve牢e払bl es

i22Q i226 i22Q 上22垂 i22Q i22卓 i229 1996

UnderTasmudnsk 30,580 12,180 5,260 5,670 8,640 8,580 5

Un(krBakazLaS 36,220 7,380 5,$30 3,0(氾 5,850 6,010 151

三越 66.810 19.560 ll.090 BinO 14.490 14.5900 上皇垂

6

つ
ー
8
l

sotm : Balhash raion

Especially, paddy mp has been damaged due to salinizahoninthe丘elds. Sincethe field are

often locah5dinlower place,the groundwabr table is easy torise up under poor dminage

condition･ Finally,the areaand producdon of paddy have remarkably decreased for last five

(5)years.

(31 Main reason for inefficient irrigationand drainage svstem

nleinefficient irrigationand dminage systems is mainly resultedfrom poor operadon

and maintenance (CkkM) acdvities and poor water management system. The O&M is

presendy conducted by each production fan for on-fan systemand by water resource

comittee for main system, respectively. Since bodl Ofthem, however, have fhcedthe

economicalproblems,the systems are hardly maintained at present.

The equitable water dis血bution is hardly done at presentinthe on-farm level, due tothe

deterioration of the severalfhcuides such as tLm Out gab:, c弧als, etC. nerefore,the

irrigadon water provided are o触nfluctuakd, and it c皿SeSthe yields to be low by insufficient

waterand / or excessive one.

｢41 GeneralFeatures ofExistinE Schemes

The generalfTeatures of bothsub-systems are sunvnarized as follows :

Items Unit Tasmurinsk Bakanas

Intake type

Operahon yew

Lengthof Main canal(on leading)

Cananl discharge capacity (main)

No. of inter fan canal

Total1engthcanals

Length ofcollcctor drain I

free intake ぬintake

yeq 1957

bn 20

m3/see. 1 10

No, 5

bn 1
,074

km 65.9

1973

13

98

n.d.

816

I 16.4

Remark : ''n.d/'means not ayailable data

General1y,the existing schemes become too old, especially in Tasmurinsk sub-system,

and some of these do not work effectively, due to poor maintenance works.
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(61 Socio-economic condition

The operation system of fan was changed to a economically self-sufficient system of

each fan from nationaloperadon since dissolution of也e former Soviet Union. The

economic condidon has become worse year by ye恥due to limited apphcable market, low

market pnce, poor market system, etc.Althoughthe existinginfrastructures were constructed

on the form:r Soviet Union reglme,the condidon of them, especially water supply and sew?ge

systems, are not sahsfactory due to deterioration. TTle living condition of farmers has also

become worse underthe economicaland socialcircumstances.

2.2 Justification of the Study

It canbe predicted to00ntinue to deqease fan lands and to decline a yield in future, if

也e area is left asthe present condidon･ The fan economy and living condition willalso

continue to deche at a same he･ Then,the deterioradon of facuides will be accelerated by

the decline of fan economy･ Consequendy,the vicious circle must be broken off.

Althoughthe Govemment of KazakstanrecognJmSthe impo血ICe Of rehabilitationand

revitalization of present condition, a concrete development plan is not formulatd by the

Govemment yet･ It is necessary to make a comprehensive master planand feasibility study,

andthe implementation work should be carried outinaneffectiveand practicalway following

血e result of血ese study.

Onthe other hand, Japan is known as one of the most advanced counbiesintherice

culture as well as water management･ Ifthe master planandthe feasibility study are

conducted underthe Japanese technicalcooperation,these advance technologleS Will be

introduced to Kazakstanthroughthe studies.

3 ･ Objectiyes of the Study

The objecdvesof the study are to fb-ulate a strateglCand comprehensive development

master planonintegrahd agncultural皿druraldevelopment project inthe Akudala irrigation

area in Balhash raionand to carry out a feasibihtystudy on selectedtypicaland priority projects
for balanced and systematicaldevelopment･

4. Scope of the Work

4.1 Study Area

ne study will be conducted forthe Akudala irrigation area of about 50,000ha, which

consists of the existmg irrigated area of about 30,000 haandthe potentialirrigated area of about
20,000 ba.
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4.2 Scope oftheWork

The Study covers

(a) Master Plan Study for whole area underthe Akudala irrlgation system and its

potentialarea in Balhash district (raion)

(b) Feasibilitystudy for priority development projects.
(c) Technology transfer tothe counterpartpersonnel inthe course of the Project.

ne Study will be carried outinthe fouowing two (2) stagesand each stage will be

further divided into two (2) works respectively.

(1) PHASE｣: MasterPlanStudy

(a) Field Work : Dぬcollection, field surveyandinvestlgadons, formulation of

basic development concepts.

(b) Home Work :Analyses, studies, formulation ofoveral1 development plansand

preparadon of a master planreportincluding sel∝tion of priority

PrO)eCtS･

(2) PHASEl: FeasibilityStudy

(a) Field Work : Topographic survey, supplementary data collecdon, field survey

andinvestlgation for selec蛭d projects,and formuladon of

development concepts.

(b) HomeWork:Analyses, studies, preparadon of a feasibility report and

evaluadon forthe selected priority projects.

4･3 Phase-I : MasterPhn Study

4.3.1 Field Work

(I) Data Collection and Review on :

(a) Natural resources including topography, meteorology, hydrology,

geobydrology, salinity and soil,

O)) Socio-economy including population and number of households, social

structure,income, hving standards, nadonaland regionaldevelopm3nt Plan,

nationaland regionaleconomy, organization structure of regionalgovemment,

(c) Agricultureincluding land use, cropped area, cropping path:rn, crop variety,
unlt yield, f氾ning practicesand land holding system,

(d) Agro-economyincluding price offa-inputand ouqMt, marketing system and
farm economy,

(e) Irrigationand drainage including lnVentOrylist for existlng lrrigadon and
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drainage facilities, design criteria, information on O&Mand water management,

(～ Ruralinfrastructureincluding vinage road, domesdc water supply system,

telecommunicadon system, sanitary皿d sewage system, post-harvest and

storage facilities,

(g) Farmers' organizationand agricultural supporhng system including farm

management system, agriculturalcooperadve, agriculturalreseaqTCh,rural credit

system, extension and other supportlng Services,

(h) Environmentalaspects such as ecosystem. sedimentahon, wan:r qualityand

environmentalcriticalareas,and environmental1aw in Kazakstan

(2) Fieldsurveyincluding :

(a) Survey on Nanlral reso止rces potendals forthe followlng Items :

-

hydrologicalconditionincludingreview of existlng hydrologicaland wab5r
balance study for each irrigationscheme

-

soiland land use condidon, especially for identificadon of the salinity

condition

(b) Agricultureand agro-economy survey forthe followlng Items :

-

present faJTrung PraCdce, cropplng P此em, yields, production, constmints

and famers'in(ention of agnculturaldevelopment

present household economy such as family size,income, expenses, hving

condition

present marketingand agro-indus仕y systemincluding existing marke血g

and post harvest facilities such as storage, post-harvest, slaughter
house,

market yard, etc.

(c) S∝io-economyand insdtutionalsurvey forthe fbllowlng Items :

-

present agnculture support systemincluding presentrural credit condidon,

research system, extension systemandtheir constraints
-

socialstructure, hierarchy, existence of famers' organizationand its

acdvities, existence of disadvantage groups, women's partlCIPadoninsocial

activities, etc.

(d) Ⅰmigation and Dminage survey forthe following items :
-

existlng lmgationand drainage
-systemsand

facilidesinthe areas,and

classifying them regarding type, present conditions, n∝essity of

rehabilitation,cons(faints, etc.

water management conditionand its systemincluding operadon and

mintenance condition, water charge collection, etc.

(e) Ruralinfrastructure survey forthe following Items :
-

presentruralinfrastructure conditions of viuage road, domesdc water supply

system, electric supply system, telecorrmunicadon system, sanitaryand

sewage system, community center, school and clinic,andalso v山?gers
desire and intention

(f) Environmental survey forthe fo)lowing items :
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ー

PreSent naturaland s∝ialcondition asthe baseline data

- baft InitialEnvironmental Examinadon (IEE) forthe tentatively selected

PrOJeCtS

(g) Identificadon study of development potendalinthe area, whichincludesthe

utilization study for potentiala℃a

(h) Preparation of Progress Report (I),which will describethe experts'activides,
the results of field surveyand basic consideration forthe future study for

formulation of master plan

4.3.2 Home Work

Analyses of the field survey results, evaluadon of development potendals, clarificadotl

of present constraints,
land
fbrmuladon of basic development planincluding preparahon of a

master planreport will tx carried out in the home work･ ne development plans consist of :

(a) Assessment of water balance study betweenthe water requlrementS and water

supply taking into considerationthe utilization of the potemialarea,

(b) Study onthe counterrmures to salin血ion of existlng agnCultural1andand

revitalization plan of abandoned area,

(c) Agriculturaldevelopment planincluding recorrmendable crops and cropping
pattern,and modernized famlng Practices, livestockand improved agricultural

SuPPOrt System,

(d) Marketing development planincluding establishment of m∬keting organizadon,
introduction of marketinformion system, improvem:nt / establishm:nt of

marketing facilities such as market yard, post harvest and storage,

(e) Irrigahon and drainage development planincluding rehabihtation / improverrKnt

program of existlng皿1gadon and drainage systems on main systemandalso

orL-fan system, improvement of fan roads,

(i) Water management planincluding lntrOducdon of effecdve water managem:nt

and O&M systems, establishment of required organi2adon such as water users'

group, Improvement Of water charge collection system,

(g) Ruralinfrastructure development planincluding construcdon of dorrKSdc water

supply system, sanitary and sewage facility, road, corTmumity hall, clinics, etc.,

(h) Insdtutionaldevelopm=nt plan including recons打ucdon of present social
structure of production fan, establishment of new organizationand its血ning

and strengthening measures,

(i) InitialEnvironmental Examinadon (IEE) for the selected projects and
environmentalconservation plan,including soil conservadon,midgadon of
water pollution, countermeasures for s∝ialconflict, etc.,

O ) Estimab of project implementation cost,

(k) Projectevaluation from technicaland economicalviewpolntS and selecdon of

priority project,and

(I) Preparation of overall development program.
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4･4 Phase･II : Feasibility Study

4.4.1 Field Work

(I) Preparation of topographic maps at a scale of 1/5,()00, covering prioritydevelopment
area, including aerialphoto shootlng･

Supp)ementaldata collecdon, if any.

Field surveyand basic study including :

(a) Soil and land use survey uslngthe aerialphotoand topographic map,

仲) Topographic surveyalong mainand secondary irrigadon canalsand drains to be

rehd)ilitated / improved and at severalon-farmdevelopment areas selected for

typicaldesign,

(c) Construction rruLterialsurvey

(d) Agriculturalsurvey forthe followlng Items :

-

cropplng Patterns, Crop yieldsand producdon, fmng practices, ･Inputs,

Crop Vanety, etC･

1ivest∝k血sing

determination of proposed cropplng Pa此ms, fan Input level, labor

requlrementS and crop yields

tentadve evaluadon of fan budget fortypicalfam households under eiLCh

Pro)eCt

(e) Irrigationand dminage survey forthe following Items :
-

estimahon of irrigadon requlrementS based on cropplng Pabms to be

applied tothe project

estimadon of drainage requ汀ement for improvement of poor drainage

conditionand salinity condition

s山dyand deteminadon of optlmum rehabilitation / improvement plan for

imgationand drainage facilities

Preparation of basic layoutand design of irrigationand drainage system

(i) Survey on agriculturalsupport system forthe following Items :
-

study on proposed agnculturalsupportlng System tOintroduce new- crops,

modemized famng practice,and irrigation methods
-

study on introduction of appropnateruralcredit system

-

study on strengthening of agriculturalreseuch systemand study of close

cooperation withthe proposed extension services
-

any constmints to the agricultural development

(g)

(也)

Survey onruralinfrastructure particularly for domesdc water supply system,

sewage facility,villagerink road, community centerand others, ifrequired,

Marketing survey forthe following Items :

-

study on marketing organ血ion and system including maq･ketinfomdon
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SyStem

-

study on agro-processing Including post harvestand agro-industry

-

study on transportation aJld stonng

(i) Socio-∝onomicand ins(itutionalsurvey forthe followlng Items :

-

communitystructure, sub-groupincommunity, genderand possibilityof

socialconnict

- famer's intentionand concems

-

gettlng COnSenSuS Withfamers for proposed plans
I

Study on efficient agriculturalextension system
-

study on required famers'organization

l O) Environmentalsurvey forthefo1lowlng Items :

-

environmentalImpactAssessment (EIA) on social皿d naturalasp∝ts, if

required
-

study on environmental conservadon measuresincluding land conservation,

water pollution, land slide of c弧albank, etc.

(k) Cost survey for construction materials, construction equipmentand labors,and

(I) Preparation of Progress Report (I), which will describethe experts'activides,
the results of field survey and basic consideration for future study for

formulation of feasibility study.

4.4.2 Home Work

(1) Analysisand studies onthe results offield surveyandinvestlgationand formu]adon of

de血1ed plans, which consist of :

(a) Agriculturaldevelopment planincluding recommendable cropsand cropping
pattem, and modernized farmng pracdces, livestock and improved?gricultural

SuPPOrt System,

(b) Irriga丘on development planincludingthe calculadon of water requlrem:ntand
drainage model･ preliminary design for rehabilitation / improvement of existmg･
irrigation and drainage, typical design for on-f- development works selec血g

severalareas,andtypicaldesign of improvement of existing fan road,

(c) Water management planincluding preparadon of water managem:nt and Ch生M

manuals, establishment of required orgamizadon such as water users'group,

(d) Ruralinfrastructure development plan includingthe layout planand q,pical
design of domestic water supply system, sewage facihtyand others, ifrequired,

(e) Marketing development planincluding establishment of marketing organizadon,
introducdon of marketinfo-ation system, improvement / estabhshment of
marketing, post-harvest and storage facilities,

(D Institutionaldevelopment planincluding estal)lishment of farmers organizadon

and its tralnlngand strengthening measures,

(g) Preparahon of environmentalconservadonand environmentalmomitormg plans
regarding cermin aspects assumed as major negahve impacts based on也e EIA

study,

(h) Preparadon of implementation schedule forthe proJeCtSand recorrmendadon of
construction methods which are suitable to lualconditions, and
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(i) Cost estimateand Projectevaluation.
- Investment cost of the pro)ects,

- Estimation of economic costs and benefits,

- Evaluation of economic and financialfeasibilityofthe projectsaJtd dleir

sensibility analysis,and
- Evaluation of indirect benefits of the pro)ects.

(2) Preparation of Feasibility Study Report which win be described the study resultsand

recorrmended development planand jusdficationof the Project

4･5 TransEer of Technology

Throughoutthe course of the Study, transfer of technologyand tralnlng Will be

provided to counterpart experts by foreign experts inthe following fields :

(a) Field surveyand investigation for every lines offoreigTl experts aSSlgned.

(b) Planand design for irrigadonand drainage system, on-fan developmentand

ruralinfrastructure.

¶le above transfer of technology wnl be carried out inthe formof on-the job training

and seminar duringthe course of dle Study･ In addition tothe above transfer of technology,

overseas tralnlng Willalso tx prograJnmed preferably in Japan･

5. Work Schedule

The period required forthe Study is estimated at 19 mondlintotalfor two phases･

The tentative schedule are showninAttachment- I.

6. Report

Following reports will be preparedand submitted in Englishand Russian tothe

Government of Kazakstan.

PHASE｣ : Master Plan S山dy

(1) hceptionReport

Wi血n one mon山地r commencement of血e S山dy

(2) ProgressReport(I)

Atthe end of the Field Work of the Phase I Study

(3) Interim (MasterPlan) Report

At血e end o一也e Phase I Study

(4) Progress Report(2)
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At血e end of也e Field Work of血e Phase Ⅱ S山dy

(5) MFinalReport

Atthe end of the Phase II Study

The Government of Kazakstm shall, if any, present comments onthe rh･aft Final

Report tothe Study team within one (1) monthaRer receivingthe Draft FinalReport.

(6) FinalReport

Within one (1) months after receipt of comments onthe DraftFinalReport

7.

8.

Expert lmputs

TYle followlng eXPabiate expertsand englneerS Will I" required for executingthe Study･

- TeamLeader

- Meteo-hy4rologlSt
- hTigation and Drainage Engineer
- Soiland Land Use Specialist

- Agronomist

- Agrol氾OnOmist / Marketing Specialist

- S∝iologist/ InstitutionalExpert
- RuralInfrastructure Specialist

- Design Engineer/ Construction Cost Engineer
- Environmentalist

TYle required manpower Input Will be about 90 man-monthin total.

tJndertaking of the Government Of Kazakstan.

(1) To fac山tate smoothoperation of the Study,the Govemment of Kazakstanw正1 take血e

followlng necessary measures:

i) to provide avai1ableinformadon n∝essary to carry Out dle Studyincluding maps,

statisdcs, meteo-hydrologicaland geological
data, socio-economy and previous

study reports relevan( tothe project,

ii) to nominate a counterpart group, Including a project COOrdination responsible for

the Studyand resolving any trouble arisingthroughoutthestudy period,

iii) to provide necessary facilities tothe Study team for remittance as well as

uti1ization of the fundsintroducedinthe country from Japanin connecdonwith

the implementation of the Study,

iv) to secure the safety of the Study team,

v) topemitthe members of the Study teamto enter, leave and soJOuminthe

counBy forthe duradon of their assignment herein, and exemptthem from
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foreign reglStration requlrementSand consular fees,

vi) to exemptthe Study team from taD(eS, duties, fees andany other charges on

equlPmerLt, machinery and other materials broughtinto Kazakstan for the

conduct of也e Study,

vii)
to exemptthe Study teamfromincome taxand charges of any kind imposed on

or in conn∝tion withany emoluments orallowances paid tothe members of山e

Study teiLm fortheir services in connection withthe implementadon of the Study,

viii) to securepemission for e虻y into private properdes or resbicted areas forthe

implementadon of the Study,

ix) to securepemission forthe S山dy team to take au dataand documents related to

the Study out of Kazakstan bythe Study team,and

x) to provide medicalservices as needed. Its expenses will be chargeal)1e onthe

membrs of the Study team.

(2) rnle Govemment of Kazakstan shall beg claims, if any arises, againstthe members of

the Study teamresulting from, occurrlnginthe course of, or otherwise connected with,

the discharge of their dutiesinthe implementation of the Study, except when such

claims arise from gross neghgence or wi11fu1misconduct onthe part of the members of

也e Study team.
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TERMS OF REFERENCE (DRAFT)

FOR

THE MASTER PLAN / FEASIBILITY STUDY

ON

IMPROVEMENT OF EXISTING IRRIGATION AND DRAINAGE SYSTEMS

AND MODERNIZATION OF WATER MANAGEMENT SYSTEM

tJNDER ALMATY BIG CANAL

1. Introduction

Kazakstanis a land r∝ked counBy withan area of 2･7 Tninion square kilometers. It is

bordered by Russia to the north, northeast and west, by China tothe southeast by Uibekistan,

Kirghiztanand Turkmenistantothe south･ ne populadon is es血此d at around 17million

as of 1993,and growmg at O･9per cent of average annualrate for last five yeus･ ne

economy of Kazakstan has been regenerating formthe economic stagnadon resultedinafter

dissolution of the former Soviet Union･ Theper capita GDP has been d∝lined to about

US$ 1,000 in 1995 atthe rah: of 40% compared withthe one on 1990. However it is

supposedthatthe ∝onomic condition is presendy improvlng, aSthe growthrate of real GDPin

1996 shows positive growthandtheinfladon rate of 1996 isalso s也bilized as the figtm of

39 %from lO00%･ Agriculture isthe second important sectorinKazakstzLn following mlnlng

sector, showlng 28 % of GDPand 23 % oftotalemploymentin1994. About 75 % of the

total1andarea of the counBy, or about 200 m弧on hectares, is presendy used for agricultural

purposes･ However, only l% (al)out2minion hectares)of totalagricultural1and are under

the irrigated condition･ nle yields of crops has declined andthe irrigated訂ea has decreased

sincethe dissolution of the forTner Soviet Union, particularlyinreant five ye打S･ h dlis

connectionthe Govemment of Kazakstan, recogn皿ngthis cridcalsituadoninthe sector, has

been paying her effort mainly to: i) price and trade policy of the Govemment, ii)muketing

refom, iii)fan privati2ationand restructuring of the state enterpri2X!,and iv) improvement of

agriculturalproductivity.

2 ･ Background and Justification of the Study

2.1 Background

(n General

Tbe Big AlmatyCanal@AC) was constructed on 1985 to supply water to fm land of

about 172,∝氾ha, rela血withfour (4) dis由cts (raions)in Almaty Province (oblast). Since

the Almaty province (oblast)has irrigated land of about 343, 100 hain1995,the command area

underthe BAC covers about50% of the area･ ¶le lengthofthe BAC is about 170 kmandthe

c皿alrunsthrough 3 raions ftom west to east･ The irrigationsystem is basically dividedinto

tbbrec components, i･e･ Botagaisky reservoir onthe Chilikriver, BAC (main canal) fbmthe

Chilikriver to Kaskelensky raion, and on-fan systems in eachmion･
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｢21 Existin空Main Facilities

a)
Bortagaisky reservoir

The Bo巾gaisky reservoir was constructed at 1982 onthe course of the Chilik

river. The design capacity of reservoir is 320血11ion cm3and effective

reserved volume is about 250minion cm3. The generalinformation of dle dam

are shown below :

Items Unit Specification

Type of Dam

Height of Dam

Lengthof D弧I

Widthof Dam Wall

E打tll i+illtype

66

325

10

Maximumdesign
capaci(y MCM 320

Effcctiye reserved volume MCM 25 0

b) BigAlmatyCanal@AC) : Main system

ne BAC was constructed at 1985 for irrigation purpose to supply wa政to

farmsinthe fわur (4) raions such as Enbekshi-Kazahsky raion, Talgarsky raion,

Kas.kelensky raionand niysky raioninAlmafy oblast_ The total 1engthof

BAC is about 168 km･ A山of也e canalare paved widl COnCrete.Although
the most parts of the c皿alareinwe11 maintained condidon, son: of it occur

cracks to be repaired･lmaddition, a part of the canalwhichrunsalongthe

skirt of sloplng hiuyarea had been collapsed bythe land slide of the slope, and

itcaused extensive damage tothe farmand sedements inthe downstreamarea.

It isalso required to apply a certain measures for land slide protecdon a(the

slope.

ne related structures withmain system are summarized as follows :

Related structures No. of facilities Typeor Capacity

I. htakegate

2. Outlet

31 Spillway

4･ Aqueduct

5･ Siphon
aqueduct

6. Tunne一

7･ Bridge

8. Sedimentation tank

9･ Bamge

lO･ Dissipation facilities

ll. Culyert

12. Water measunng well

1

65

13

91

24

2

80

1

6

132

78

40

3 mwidth x 4 gale

0pen and Pipe

75 m3/scc.

45 m3/see.

4･5mwidthx 4 gate

c)
On-fan irrigationand dminage system

rme hand-made type irrigadon systems, creaks, smau concrete nume are
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presently used asthe on-farm irrigation systems. However, sincethese

systems are mainly earthcanals or oldtype,the irrigadon efficiency is quite low

due tothe seepagefrom瓜nal. Sincethe irrigation water is not suppued

su伍cientlyforthe commandarea under such situadon, a signifi00皿t rain托d area

cantx: fbundinthe command aJ% Ofthe BAC

W岨e,the on-fan dminage system is hardly working at present due to poor

O&M works and/or o∝おional1y noinstauadon of drainage system. Therefore,

the salinization has been …rredinthe t由1ed area ne訂the Kapsh?gal reSerVO虹

It is urgendy required to unprovethe drain?ge system皿dalso to carry out

proper water managementinthe study area fTorimprovement of such condition.

(3 1 A如culturalCondition

nLe maincropplng Patterninthe打e且is one seiLSOn Crop Of wheat fbdder crops, mai2X:,

etc. ne planted am on main crops inthe relatedmions are summarized as follows :

(Unit:ha)

Raion CeTtals Maize Tobacco Vegetables Ftxkk:r crops

Enbekshi-Kazahsky 26,100 12,500 1
,900

1
,200

29, 100

Talgarsky 6,200 1
,200

O l
,500

24,800

Iliysky 2,9(氾 1
,000

0 0 10,800

Kaskelensky 3
, 1 00 3(氾 0 600 12.200

Source : Water Resource Committee

nle main famtype of the study area exceptthe Enbekshi-Kazahsky raion is assumed to

be livestockmising. It isfoundthatthe one of Enbekshi-Kazahsky raion is a diversified

farming which consists cerealsand cash crops (tob拡CO, Vegetables, fruits)灯opping, and
livest∝k raising.

R∝ently,the producdon of maincropsinthe study area have deqeased due to decline

of the yields･ Thefouowing table showsthe yields ofmaincropsinthe fourmions on 1990

and1995.

(U血: ton/ba)

EntN:kshi- EiLmiky Talgarsky lliysky

1990 1995 1990 1995 1990 1995 1990 1995

Cereal

Mai2X!

Tわbacco

Vegetables

Grass (血y)

6

0O

00

OO

つJ

2

3

-

5

5

-

′b

0

S

O

8

-

2

0

7

3

8

-

2

2

′0

つ▲

4

0

0

′○

つー

I.3 2.6

0.3 3.4

10.7 11.6

4.5 10.0

I.1 3.6 l.8

1.9 2.7 1.0

6.5 20.6 i.5

2.3 5.1 2.0

Source : Water Resource Committee

The reasons for decline of yieldare assumed to bethe salin血ion of landand

insufficient application of agro-mputs･ TYLe Salini2adon have been resulted from血e poor

drainage system especially ne打Kapshagal reservoir as mentioned above. Theinsufficient
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applicadon of agro-Inputs is resulted from deterioration of fan economic condition, since dle

production market is stil)hmitedandthe pnce of product is low･

(41 Main reason for inefficient irriTmtion and drainage svstem

Theinefficient irrigationand dminage systemsinthe on-fan level is main)y resulted

from poor operadonand maintenance (岨叫acdvides･ The O&M is preserldy conducted by

each producdon farm forthe on-farm systemand by water resource comittee for dle main

system仲AC), respecdvely. ne main system is reladvely well managed bythe Water

resource Comithx at present. Most of the on-farm irriga丘onand dminage systems have

been under poor managemmt condidon due tothe stagnation of fan financialcondition.

nerefore, it is a main cuse of the deterioradon of the fdties, and it makesthe efficiency of

system low as a result.

Presendy,the defined water mmagemmt system is no foundinon-fan irrigadon

system inthe study are乱 This isalso a main reason forthe inefnciency of the system.

2.2 JtLStirICation of the Study

The Big Alamty Canalirrigadon system was constructedindle former Soviet Union

reglme by spending a significant amount of money･ ne corrmand area covered bythe BA仁

system could not getthe sufficient benefit despite Ofthe efforts, sincethe system have not

worked we] as a whole. Therefore, it isindispensd)1e fbrthe area,people livedin,andalso

the counbythatthe BAC system is regeneratedand revitalized under a comprehensive master

plan withintroducdon of modemized wah:r management system.AldlOughthe govemment of

Kazakstanalso recognlZeSthe importance of it, a concrete development plan has not been

formulated yet･ Consequendy, it is a significance to make a comprehensive master plan and

feasibilitystudy,and to be carried outinaneffecdyeand pracdcalway followingthe result of
血ese study.

Onthe other hand, Japanis known as one of the most advanced countriesinthe water

management･ Ifthe master planandthe feasibility study are conducted underthe Japanese

technicalcooperation,these advance technologleS Wul beintroduced to Kazakstanthroughthe

studies.

3. Objectives of the Study

The objectivesof the study are to formulate a strateglCand comprehensive development

master plan on improvement of existmg mgahonand drainage systemand on modemizing

wab!r management system underthe Big Almaty Canal,and to carry out a feasibility study on

selected typicaland priority projects
for balancedand systematicaldevelopment.
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4. Scope of the Work

4.1 Sludy Area

The studyarea coversthe irrigablearea of about 173,000 ha under the BAC system in

the four (4) raions, i･e･ Enbekshi-Kazahsky raion, Talgarsky raion, Kaskelensky raion and

Iliysky raion inAlmaty oblast.

4.2 Scope oftheWork

The Study covers

(a) Master PlanStudy for whole a托a underthe BigAlamty Canalsystem.

(b) Feasibility study for priority development projects.
(c) Technology transfer tothe counterpartpersonnel inthe course of the Project.

The Study win be carried out inthe following two (2) stagesand each stage wul be

further divided into two (2) works respectively.

(1) PHASE｣: MasterPlanS山dy

(a) Field Work : Data collecdon, field surveyand investlgations, formuladon of

basic development concepts.

(b) Home Work :Analyses, studies, formulation of overall development plans and

preparadon of a master plan reportincluding selecdon of priority

PrOJeCtS･

(2) PHASEl: FeasibilityStudy

(a) Field Work : Topographic survey, supplementary dab collecdon, field survey

andinvestlgation for selected pro)ects,and formuladon of
development concepts.

(b) HomeWork:Analyses, studies, preparation of a feasibility report aJld

evaluation forthe selected priority projects.

4･3 Phase･I : MasterPlan Study

4.3.1 Field Work

(1) Dab Collectionand Review on :

(a) Natural resources including topography, meteorology, hydrology,

geohydrology, salimity and soil,

O)) Socio-economy including populadon and number of households, s∝ial

A2-5



付属貴料-2

structure,income, living stmdqds, nadonaland regionaldevelopment plan,
nationaland regionaleconomy, organization structure of regionalgovernment,

(c) Agriculture including land use, cropped area, cropping pattern, crop variety,

unlt yield, farming PraCticesand land holding sys(em,

(d) Agro-economy including price offarminput and ou中uL marketing system and
fam economy,

(e) Ⅰmigadonand drainageincluding mventory list for existmg mgadon and

drainage facilities, design criteria,information on O&Mand water management,

(i) Ruralinfrastructureincluding v且1age road, domesdc water supply system,

telecorrmunicadon system. sanitary and sewage system, post-harvest and

storage払cilities,

(g) Farmers' brganizadonand agricultural supporting systemincluding fan

management system, agriculturalcooperadve, agnculturalresearch,ruralcredit

system, extensionand other supportlng -Services,

(h) Environmentalaspects such as ecosystem, sedimentadon, water qualityand

envirotlmentalcriticalareas, aJld environmentallaw in Kazakstan

(2) FieldsuⅣey l∝1uding :

(a) Survey on Naturalresources potendals forthe followlng Items :

- hydrologicalconditionincluding review of existlng hydrologicaland water
balance study for dl irrigation schemes underthe BAC

-

soil and land use condidon, esp∝ial1y for identificadon of ale Salinity

condition

(b) Agricultureand agro<conomy survey for the following items :

-

present血m血g practice, cropplng Pattern, yields, production, constraints

and血mers'intention of agnculturaldevelopment

present household economy such asね血1y size,income, expenses,livi叩
con血don

present marketing and agro-indus打y systemincluding existing marketing

and post harvest facihdes such as storage, post-harvest, ･slaughter
house,

market yard, etc.

(c) S∝io-∝onomy and institutionalsurvey fbrthe followlng Items :

-

present agnculture support systemincluding presentrural credit condition,

research system, extension systemandtheir constraints

-

socialstructure, hierarchy, existence of famers' organi2ationand its

activities, existence of disadvantage groups, women's participationinsocial

activities, etc.

(d) Irrigationand Dr血age survey forthe following items:

T eXistmg mgadonand drainage systemsand facilidesinthe areas, and

classifying them regarding type, present conditions, n∝essity of

rehabilitation,constmints, etc.
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- water management condidonand its system including operation and

maintenance condition, water charge collection, etc.

(e) Environmentalsurveyforthe followlng Items.I

-

present naturaland socialcondition asthe baseline data

- baft InidalEnvironmentalExaminadon (Ⅱ正)forthe tentatively sel∝ted

PrOJeCtS

(f) Identification study of development potentialinthearea, which includesthe

utilization study for potentialaz%

(g) Prepaqadon of Progress Report (I),which win describethe experts'∝dvities,
the results of field surveyand basic consideradon for the future study for

formulation of master plan

4.3.2 Home Work

Analyses of the field survey results, evaluadon of developm:nt potendals, clarificadon

of present constraints, and formulahon of basic development planincluding preparadon of a

master planreport will be carried out inthe home work･ ne development plans consist of :

(a) Assessment of water balance study betweenthe water requuementsand water

supply taking into consideradonthe utilization of existlng tributaries to the BAC

(Kapshagaireservoir),

(b) Study onthe countermeasures to salinizadon of existmg agricultural1andand

revitalization planof abandoned area,

(c) Agriculturaldevelopment planincluding recommendable cropsand cropplng

pattem,and modemized farrmng practices, livestock and improved agncuhral

SuPPOrt System,

(d) Marketing development planincluding establishment of marketing organizahon,
introducdon of marketinformation system, improveⅡ妃nt / estal)hshment of

marketing facilities such as market yard, post hamest and storage.

(e) hTigadonand drainage development planincluding rehabilitadon / improverrN:nt

programof existlng lmgationand drainage systeTnS On main systemand also
on-fan system, improvement of fan roads,

(D Water management planincluding Introduction of properand modemized wah:r

managementand O&M systems, estabhshment of required organization such as

water users'group, Improvement Of water charge collection system,

(g) Institutionaldevelopment plan including reconstruction of present social

structure of producdon farm, establishment of new organizadonand its training
and strengthening measures,

(h) ImitialEnvironmentalExaminahon (IEE) forthe selected pr.oject?and
environmental conservadon plan,including soil conservation, mtlgahon of
water pollution, countermeasures for socialconnict, etc. ,

(i) Estimate of project implementation cost,

O) Projectevaluadon from teclmicaland economicalviewpolntSand selecdon of
priority project,and

(k) Preparation of overall development program.
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4.4 Phase-II : Feasibility Study

4.4.1 Field Work

(I) Preparahon of topographic maps at a scale of 1/5,000, covenng pnority development

area, including aerialphoto shootlng.

SupplementaldaLta COllection, if any.

Field surveyand basic study including :

(a) Soil and land use survey uslngthe aerialphotoand topographic map,

仲) Topographic survey along s∝ondary irrigadon canals and drAms to be

rehabilitated / improved and at severalon-fm development areas selected for

typicaldesign,

(c) Construction material survey

(d) Agriculturalsurvey forthe followlng Items :

-

croppmg pa此ms, crop yieldsand producdon, fa凪ing practices, 1nputS,

Crop Vanety, etC･

1ivest∝k raising

determinahon of proposed cropping PattemS, fan Input level, labor

requlrementSand crop yields

tentative evaluadon of fan budget fortypical fan households under each

Project

(e) hTigationand dminage survey forthe followlng Items :
-

estimadon of irrigahon requlrementS based on cropping Pabms to be

applied tothe project

estimahon of drainage requlremSnt for Improvement Of poor drainage

conditionand salinity condition

studyand deteminadon of optlmum rehabuitahon / improvem5nt Planfor

irrigation and drainage facilities

Preparation of basic layoutand design of irrigationand dminage system

(f) Survey on agriculturalsupport system forthe following Items :
一

Study on proposed agriculturalsupportlng System tO introduce new crops,

modemized famng practice,and irrigation methods
-

study onintroduction of appropnateruralcredi( system

-

study on strengthening of agriculturalreseNCh system and study of close

cooperation withthe proposed extension services

-

any constmints tothe agnculturaldevelopment

(g) Survey on water management system forthe following items :

-

study on introduction of proper and modernized water management system
-

study on estabhshment of water management organizationand O&M

organiヱation
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-

any constraints tothe water management and O&M system

(h) Marketing survey forthefollowlng Items :
-

study on marketing organ血ionand systemincluding market information

SyStem

-

study on agroIPrOCeSSing including post haⅣestand agro-industry
-

study on transportation aLId stonng

(i) Socio-economicand insdtudonalsurvey forthe followlng lterru :

-

corrmunity structure, sub-groupincorrmunity, genderand possibihty of

socialconflict

- famer's intention and concems

-

gettlng COnSenSuSwithfarmers for proposed plans
-

study on efficient agriculturalcxtension system

-

study on I℃quired faJmerS'organization

O) Environmentalsurvey forthe followlng Items :

-

environm:ntalImpactAssessment (EIA) on s∝ialand naturalaspects, if

required

-

study on environmentalconservation measures including land conservadon,

water pollution, land slide of canal bank, etc.

(k) Cost survey for construction materials, construction equlPmentand labors, and

(1) Preparadon of Progress Report (I), which win describethe experts'acdvides,
the results of field surveyand basic consideradon for future study for

formulation of feasibility study.

4.4.2 Home Work

(1) Analysisand studies onthe results offield surveyandinvestlgationand fomuladon of
detailed plaJIS, Which consist of :

(a) Agriculturaldevelopment planincluding recommendable cropsand cropping

pattem,and modemizedねm血g practi¢缶, livestock and improved agricultural

SuPPOrt System,

(b) Irrigadon development planincludingthe calculation of water requJrementand
drainage model, preliminary design fわrrehabihtadon / improvement of existmg
irrigadonand drainage, typicaldesign for on-fa- development works sclec血g

several areas,and typicaldesign of improvement of existing fan road,

(c) Water management planincluding, properand modemized water management

system, preparadon of wab3r Tnanagementand O&M manuals, establishment of
required organization such as water users'group,

(d) Marketing development planincluding estd)hshment of marke血g organizadon,
introducdon of market informadon system, improvement / establishment of
marketing, post-harvestand storage facilities,

(e) Institudonaldevelopment planincluding establishment of farmers organizztdon

and its tmimingand strengthening measures,

(i) Preparation of environmentalconservahonand environmentalmonitoring plans

regarding certain aspects assumed as major negative impacts based onthe EIA,
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(g) Preparahon of implementadon schedule forthe pro)ects and recommendation of

construction methods which a陀Suitable to l∝alconditions, and

(h) Cost estimateand Projectevaluation.
- 血vestment cost of血e prqJeCtS,
- Estimation of economic costs and benefits,

- Evaluadon of economicand financial feasibih町Ofthe projectsandtheir

sensibility analysis, and
- Evaluation of indirect benefits of the proJeCtS･

(2) Preparation of Feasibuity Study Report which will be describedthe study results and

recoⅡ1mended development planand justificationof the ftoject

4.5 Transfer of Technology

Throughoutthe course of the Study, transfer of technologyand trむnlng Will be

provided to counterpart experts by foreign expertsinthe followlng fields :

(a) Field surveyand investigation for every lines of foreign experts asslgned.

(b) Planand design for imigadonand drainage system, on-fan developmentand

ruralinfrastructure.

TYle above transfer of t∝hnology will be carried outinthe form of on-the job tramlng

and seminar duringthe course of the Study･ In addidon tothe above transfer of technology,

overseas tralnlng Wiualso be programmed preferably in Japan.

5. Work Schedule

neperiod required forthe Study is estimated at 19 monthintotalfor two phases.
ne tentative schedule are shown in AttaLChment-1.

6. Report

Following reports win be preparedand submidinEnglishand Russiantothe

Govemment of Kazakstan.

PHASE｣ : Master Plan Study

(I) InceptionReport

Within one monthafter corrmencement of the Study

(2) ProgressReport(I)

Atthe end of the Field Work of the Phase I Study

(3) Interim (MasterPlan) Report

Atthe end of the Phase I Study
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(4) Progress Report(2)

Atthe end of the Field Work of血e Phase Ⅱ Study

(5) DraAFinalReport

At也e end of也e Phase Ⅱ S山dy

TTle Govemment of Kazakstm shall, if any, present corrments onthe Draft Final

Report tothe Study teamwithin one (I) monthaAer receivingthe DraftFinalReport.

(6) FinalReport

Within one (1) months aAer耽eipt of comments onthe Dra允FinalReport

7.

8.

Expert Inputs

The followlng eXPabiate experts and englneerS Will tx= required for execudngthe Study･

- TeamLeader

- Meteo-hydrologlSt

- AgriculturalInfrastructure Specialist

- Water management specialist

- Soiland LAX)d Use Specialist

- Agronomist

- Agro<conomist / Marketing Specialist

-

Sociologist/ InstitutionalExpert
- Design Engineer/ Construction Cost Engineer
- Environmentalist

The required manpower lnPutwill be about 90 man-monthin total.

tJndertaking of the Government of Kazakstan.

(1) To facilitate smoodl OPeration of the Study,the Govemment of Kazakstan win takethe

followlng necessary measures:

(a) to provide avai1ableinformation necessary to carry outthe Study including maps,

statisdcs, meteo-hydrologicaland geologicaldata,socio-economyand previous

study reports relevant tothe project,

O)) to nom血ab a counterpart group, Including a project COOrdinahon responsible for

the Studyand resolving any trouble arisingthroughoutthestudy period,

(c) to provide necessary facuides tothe Study team for remittance as well as

uti1ization ofthefundsintroducedinthe counBy from Japaninconnecdonwith

the implementation of the Study,

(d) to securethe safTetyofthe Study team,
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(e) topemitthe members of the Study teamto enter, leave and sojourn inthe

cou吋y forthe duradon of their assignment herein, and exemptthemfrom
foreigTl registration requlrementSand consular fees,

(i) to exemptthe Study team from taxes, duties, fees andany other charges on

equlPment, maChineryand other materials broughtinto Kazakstan forthe

conduct of the Study,

(g) to exemptthe Study te訂nfromincome tax and charges of any kind imposed on

orinconnection withany emoluments orallowances paid tothe mmbers of the

Study teiLm fortheir services in connection withthe implementadon of the Study ,

(h) to securepemission fわr
en町into privab: properties or resbicted areas forthe

implementadon of the Study,

(i) to securepemission forthe Study teiLm tO take an dataand d∝uments related to

the Study out of Kazakstan bythe Study team,and

O) to provide rnedicalservices as needed･ Its expenses win be chargeable onthe

memtxrs of the Study team.

(2) TTle Govemment of Kazakstanshal1 bear claims, if any arises, 4gainstthe members of
the Study teamresulting from, occurrmginthe course of, or otherwise conn∝ted with,

the discharge of their dudes inthe implementadon of the Study, except when such

claims arise from gross negligence or willfulmisconduct onthe par( of the members of

血e Study team.
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Attachment - I

TENTATIVE WORK SCHEDULE FOR THE MASTER PLAN / FEASIBILITY STUDY ON IMPROVEMENT OF

EXISTING IRRIGATION AND DRAINAGE SYSTEMS AND MODERNIZATION OF WATER MANAGEMENT SYSTEM UNDER BIG ALMATY CANAL

Items Month

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 也 12 13 14 ]5 ]6 ]7 18 )9 20

PHASE-Ⅰ:MasterPlanStudy

Fieldwork

Homework

PHASE-II:Feasibi]ityStudy

Topo-mapplng+

Fieldwork

Homework

1.~宅≠量

SubmlSSionofreports ▲
tC′R PJTLr

l■■■■l
I/R

∩
FIR-ff

∩
DT=mF′R

l■■■■l
(Note)ーCyR:ⅠnceptionReportP爪:ProgressReport

Dn= : Draft Final Report ⅣR : Final Report

+ Work in I(aヱakhstaLn -･-･･ Work in Japan

言
釦
;
3
芋
･
り
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Åm調査団調査行程表

l月日曜日 行動 宿泊地

l9月6B(土) フランクスルトへ移動 フランクフルト

9月7日(日) アルマティへ移動 供中

9月8日(月) 農業省計画実施局表敬,打合せ アルマテイ

アルマティ州知事表敬,打合せ

日本大使館表敬

Designhstitute､地図局にて資料収集

9月9日(火) アクダラ潅漉地区現地搭査(ベルリッタ農場視察) バラハシ

9月10日(水) アクタラ潅漉地区現地跨査(アクダラ農場視察) アルマテイ

パルハシ郡知事表敬､打合せ

9月11日(木) 農業省次官表敬 アクモラ

アクモラヘ移動

9月12日(金) 農業省作物生産局局長表敬 アクモラ

アクモラ州知事表敬

イシム河上流部現地踏査

イルティシューカラガンダ水路視察

水路管理事務所にて打合せ

9月l3E](土) ヴイアチェスラブスキー貯水池視察 アクモラ

アクモラ近郊農業地区視察

アルマティへ移動

9月14日(日) アクダラ潅漉地区現地踏査(バクバクティ農場視察) アルマテイ

資料整理

9月15日(月) アルマティ大水路事業地区現地踏査 アルマテイ

ポルタガイスキ貯水池視察

9j]16El(A) 土壌.地下水研究所に<資料収集 アルマテイ

資料整理

9月17日(水) アルマティ州水資源委員会にて資料収集 アルマテイ

アルマティ大水路既存潅概地区現地踏査

9月18日(木) 農業省へ報告 アルマテイ

JICA専門家稲垣氏表敬､打合せ

日本大使館へ報告

9月19日(金) フランクフルトへ移動 機中

成田へ移動

9月20日(土) 帰国
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面会者リスト

1.日本大使館

三揺 秀方(Mithsuhashi Hidekata)

内田 一彦(uchidaKazuhiko)
魚井 雄一郎(uoi Yuicbiro)

特命全権大使

参事官

三等書記官

2. JICA派遣専門家(大蔵省対外借款委員会 開発計画･ oDA企画調整シニアアドバイザー)

稲垣 富- (hagakiTomikam)

3.農業省(Ministry ofAgTiculture)
Mr.

Mr. Baylulov A.

Mr.Amezhanov

専門家

Vice Minister

Director of DepaJtmentfor Crop PTduc也on

Technical Coordinator for Ministry of AgTiculbre

(1)計画実施局(project lmplementation Uni : PrU)

Mr. ShortBnOV

Mr. Isayev H. Rirecvich

Mr. Abdyha]ykov A.

Mr. Litovehe止o

Mr. Fro]ov

Director of PIU

Deputy Director of PIU

Chief of Almaty Big CanalProject

Chief Engineerof htish-Karaganda CanalConstruction

Director of htish-Karaganda Canal Construction

(2)水資源委員会(walerResource Committee : WRC)

Mr･ Sabirov A･ E･ Chaimanof WRCinAlmaty OblaLSt

Mr.Anasov Chairmanof WRC in Akmola Oblast

4.首都移転委員会(state commission for Capital TraJderence)

Mr. B. F. Dosmagambetov

5.アルマティ州(〟matyoblast)

Mr. Umbetov ≦e血

Mr. Omaroy E.

(1)パルハシ郡(BalhashiRaion)

Mr. KulmahanovAmirhan

Mr. Koshanltekov Ergazy

First Deputy of Chaiman

Abm ofAlmatyOblast

Deputy Abm of Almaty Oblast

Akin (Mayer) of Balhashi Raion (Dis血ct)

Chief of Agricultural Department, Balhashi Raion

(2)エンビキッシューカザフスキー郡( Enbckishi-KazahskyRaion )

Mr. Atdiev

Mr. Mertin

6. 77{7Hl (AlmatyOblast)

Mr. Karibzhanov

(1)オサカロフカ郡(osakarovka.Raion)

Mr. Toribekov Abduua

Mr. Uspeev

Akin of Enbekishi
- Kazahsky RaiorL

Deupty Akin of Enbekishi
- Kazahsky Raion

Akin of Akmola Oblast

Akin of OsakaTOVka Raion

Deupty Akin of Osakarovka Raion
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1．アクダラ潅漑地区農業農村総合開発計画

取水口下流の幹線水路

二次水路状況（ゲ－ト右側が壊れでいる）

幹線排水路状況（雑草に覆われており、機能が低Fしているき



2．アタダラ灌漑地区農業農村総合開発計画

塩類集積地底（水稲栽培地）

トラクターによる収穫風景

バクバクティ町内における公共水道



3．アルマティ大水路潅漑排水システム整備及び水管理改善計画

アルマティ大水路取水口（左）及び堰（右）

アルマティ大水路

二次水路　分水施設■



4アルマティ大水路灌漑排水システム整備及び水管理改善計画

二次水路（土水路こなっている）

土地内の放牧地

プリンタラー鵡灌漑による花積斥栽培



5．アクモラ州周辺地区農業総合水資源開発計画

イルティツシューカラガンダ水路

イシム河上流風計

イルティッシューカラガンダ水路付近の農地
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